
日本における多文化共生社会の

進展にむけて

～課題と展望～



多文化共生社会の進展

• 民族の多様性

「オールド・カマー」

「ニュー・カマー」

• 新しい価値観・価値観の多様化

「社会的弱者」とされてきたマイノリティ・グ

ループからの承認要請



多文化共生社会の進展

山積する課題

↓

内実を伴った多文化共生社会へ



アイデンティティーと教育
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どうして？？



選択できる 選択できない制度上の問題



選択できる 選択できない
制度上の問題

自分の意思で

選択する

他人の意思に

よって選択する



選択できる

選択できない
制度上の問題

自分の意思で選択

する

他人の意思によって

選択する

無意識のうちに選択

させられている

純粋な自分の意志

で選択する

価値観の多様性が否定さ

れているぞ！

マジョリティにとっても生き

にくい社会だぞ！





枠の中からしか、選んでいない！
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多文化共生と言語習得支援の展望

―外国人の青少年犯罪の増加に関

する考察を通してー



外国人青少年犯罪の増加





外国人青少年犯罪増加の背景としての不就学問題

○

○



何が不就学児童の増加を助長しているか？

○ 日本語の未習熟→ディスコミュニケーション

○ 生活習慣の違い→文化的不適応

○ 学力格差への無配慮（制度面における）

○ 支援対策の遅れ（キャパシティを超える要支援者の数）



なぜ支援は遅れているのか？

例えば

「日本国憲法第二六条には『教育を受ける権利』と『普通

教育を受けさせる義務』が謳われています。しかしなが

ら『外国籍又は無国籍の児童には就学義務がない』(政

府見解)ため、小中学校就学年齢にありながら学籍を有

さない『不就学』の子どもたちの問題は、ごく最近まで

ほとんど何の対策もとられてきませんでした。日本人に

は『不登校』はあっても『不就学』はありません。」

（（財）滋賀県人権センター発行『じんけん』2006年10月号）

さらに言えば

ホスト社会のコストの問題

マジョリティ側の「必要」感覚の無さ？



外国人児童の言語習得をめぐる問題

For minority

1）母語継承の願望

2）社会的参画への

機会の制限

3）経済的自由／機

会の制限

＝将来展望の不明

確さ

1）アイデンティティ・
クライシス

2）疎外感

3）格差の是正困難

社会的排除



※元社会

への再適

応も困難

※元社会

への再適

応も困難

アイデンティ

ティ・クライシス

アイデンティ

ティ・クライシス

支援の不十分さがもたらす悪循環



言語習得支援を通して多文化共生を促進

するために

○マジョリティー側にたいしても安全性などに関

して危機がせまっている！！

○実際は今なんとかしなくてはならない、切迫

性のある問題

○これらがマジョリティにとっても重要かつ緊急

の問題である

という気づきをマジョリティに促すことがまず

早急に必要なのかもしれない。



xenophobia

• 外国人嫌悪

• 外国人嫌い

• など



xenophobia

一般に、外国人に対する嫌悪、恐怖心を意味

明確に表出された感情・行為

に加えてはっきり表に出てこない感情をも含む

概念。



外国人入浴拒否事件

• 2000年10月末

• 小樽湯の花温泉

• 「Japanese only」

• ミタメは「外国人」？！でも「日本人」

• 米国出身有道出人さんに対する入浴拒否



事件に関する要因

• 小樽港に来るロシア人船員の入浴がきっか

け

• 石鹸の泡をつけたままの入浴

• 風呂場で酒を飲んで騒ぐ

• 常連客が離れ、閉店を余儀なくされた店もあ

る

⇨【個別的な要因】



事件に関する要因

• “外国人＝マナーが悪い”というカテゴリー化

• 日本人vs外国人という二項対立

→排他的な社会構造の縮図なのでは？

⇨【社会的要因】



xenophobia

一般に、外国人に対する嫌悪、恐怖心を意味

明確に表出された感情・行為

に加えてはっきり表に出てこない感情をも含む

概念。



なぜxenophobia？

• 単一民族史観

• 自民族中心主義

• ステレオタイプ



多文化共生社会の展望

・社会的な制度やしくみの整備化

・継続的な意識改革

⇨多文化共生に向けた教育活動の拡充


